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の

ー
三
種
類
の
「
前
提
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
め
ぐ
っ
て
|

「
仮
面
の
告
白
」
は
、
一
九
四
九
年
七
月
、
河
出
書
一
房
か
ら
、
書
き
下
ろ
し
長
編
小
説
シ
リ

ー
ズ
企
画
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
乙
の
作
品
は
、
前
年
秋
に
大
蔵
省
を
辞
任
し
た
三
島

が
、
初
め
て
職
業
的
作
家
た
る
決
意
の
下
に
執
筆
し
た
自
伝
的
作
品
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
動
機

に
つ
い
て
三
島
自
身
も
何
度
か
触
れ
て
い
る
が
、
今
少
し
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
書
き
留
め

て
お
き
た
い
。

『
文
芸
文
化
』
と
い
う
足
掛
り
を
な
く
し
た
三
島
も
、
敗
戦
後
ま
も
な
く
活
動
を
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
「
仮
面
の
告
白
」
刊
行
前
に
、
三
冊
の
作
品
集
を
上
梓
し
、
ま
た
、
各
誌
に
分
散

発
表
し
て
い
た
も
の
に
書
き
足
し
て
、
長
編
「
盗
賊
」
を
一
本
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
方
、
時

評
等
に
新
人
作
家
三
島
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
乙
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
『
人
間
』
一
九
四
八

年
三
月
号
誌
上
で
は
、
椎
名
麟
三
・
中
村
真
一
郎
・
梅
崎
春
生
・
野
間
宏
ら
と
と
も
に
「
新
し

い
文
学
主
張
」
を
担
う
作
家
の
一
人
と
し
て
、
エ
ッ
セ
イ
「
重
症
者
の
兇
器
」
を
三
島
は
発
表

し
て
い
る
。
し
か
し
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
立
て
る
、
才
気
だ
け
の
作
家
と
見
な
し
て
、
そ
の
才

能
に
よ
っ
て
表
現
す
る
べ
き
内
実
の
存
在
は
疑
問
視
す
る
人
々
も
多
く
い
た
。
例
え
ば
、
「
夜

の
支
度
」
(
『
人
間
』
・
一
九
四
七
年
八
月
)
を
組
上
に
載
せ
た
『
群
像
』
「
創
作
合
評
」
の

席
上
で
は
、
豊
島
与
志
雄
・
高
見
順
・
中
島
健
蔵
三
氏
が
と
も
に
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い

る
。
三
氏
の
意
見
は
、
次
の
よ
う
な
高
見
順
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
が
書
い
て
い
る
小
説
は
、
彼
自
身
の
生
さ
る
こ
と
と
何
の
関
係
も
な
い
、
そ
う
い
う
と

乙
ろ
か
ら
生
ず
る
う
ま
さ
に
対
し
て
疑
問
が
あ
る
。

い
か
に
も
一
両
見
順
ら
し
い
見
方
で
あ
る
が
、
右
の
三
氏
に
隈
ら
ず
、
乙
の
よ
う
な
見
解
は
多

く
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
乙
と
に
、
そ
れ
は
『
近
代
文
学
』
グ
ル
ー
プ
の
問
で
強
か
っ
た
。
そ
の

と
乙
ろ
を
、
本
多
秋
五
氏
は
、
「
『
仮
面
の
告
白
』
を
発
表
す
る
に
お
よ
ん
で
、
(
三
島
は
)

は
じ
め
て
否
定
で
き
ぬ
特
異
な
才
能
と
し
て
文
壇
の
評
価
を
え
た
の
で
あ
っ
た
〕
と
回
一
顧
し
て

い
る
。
『
近
代
文
学
』
グ
ル
ー
プ
を
批
評
家
群
と
し
て
持
ち
つ
つ
、
新
し
い
成
果
を
生
み
始
め

て
い
た
敗
戦
後
の
文
学
状
況
に
三
島
を
置
い
た
と
き
、
彼
は
、
同
時
代
を
生
き
る
た
め
の
、
い

わ
ば
出
生
証
明
書
を
持
た
な
い
作
家
と
し
か
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
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田

の
で
あ
る
。

三
島
は
、
そ
の
乙
ろ
の
文
壇
で
の
孤
独
感
を
、
『
序
曲
』
(
一
九
四
八
年
一
二
月
刊
の
創
刊

号
の
み
)
廃
刊
の
思
い
出
に
託
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
、
へ
ん
て
こ
り
ん
な
時
代
お
く
れ
の
唯
美
派
と
目
さ
れ
て
ゐ
た
乙
ろ
か
ら
、
何
年
か

た
っ
て
、
や
っ
と
戦
後
派
陣
営
の
一
員
に
迎
?
り
れ
る
や
否
や
、
そ
の
拠
点
(
『
序
曲
』

円注

2
v

を
指
す
)
が
空
中
分
解
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。

「
煙
草
」
(
『
人
間
』
一
九
四
六
年
六
月
)
を
推
薦
し
、
『
盗
賊
』
(
哀
光
社
・
一
九
四
八

年
一
一
月
)
の
序
を
書
い
て
く
れ
た
川
端
康
成
の
よ
う
な
理
解
者
を
持
つ
て
は
い
て
も
、
当
時

の
三
島
が
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
孤
独
感
の
一
端
が
、
乙
の
文
章
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
己
れ
の
孤
独
感
の
由
来
を
十
分
認
識
し
て
い
た
三
島
が
、
自
分
の
出
生
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

「
仮
面
の
告
白
」
刊
行
時
に
付
さ
れ
た
「
『
仮
面
の
告
白
』
ノ
l
ト
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
自

伝
性
を
明
ら
か
に
し
た
三
島
は
、
乙
の
作
品
で
己
れ
の
出
生
を
語
っ
た
。
自
伝
的
な
「
告
白
」

と
い
う
「
彼
自
身
の
生
き
る
乙
と
と
」
深
く
関
わ
っ
た
基
本
姿
勢
を
前
面
に
据
え
た
こ
と
に
よ

り
、
ま
た
、
そ
の
「
告
白
」
内
容
の
基
調
が
衝
撃
的
で
他
に
類
の
な
い
独
自
な
同
性
愛
記
述
で

あ
っ
た
乙
と
に
よ
り
、
三
島
の
三
島
た
る
所
以
は
明
ら
か
に
さ
れ
、
彼
は
新
鮮
な
同
時
代
作
家

た
る
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
後
年
、
奥
野
健
男
氏
が
、
「
三
島
由
紀
夫
論
ー
ー
に
せ
ナ

ル
シ
シ
ズ
ム
の
文
学

l
l」
(
『
文
学
界
』
・
一
九
五
四
年
三
月
)
で
、
三
島
に
多
大
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
の
も
、
新
人
作
家
三
島
の
持
つ
新
し
さ
を
見
出
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

新
人
作
家
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
新
た
な
地
平
を
、
そ
の
作
家
固
有
の
方
法
と
内
容
に
よ
っ
て

切
り
拓
く
こ
と
に
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
そ
れ
を
奥
野
氏
は
、
「
あ
ざ
や
か
な
叡
断
お

よ
び
正
確
な
論
理
」
と
「
あ
ら
ゆ
る
既
成
概
念
に
対
す
る
、
三
島
の
痛
烈
な
批
判
と
悪
意
」
に

見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
同
じ
よ
う
に
同
性
愛
を
扱
い
、
同
時
期

に
発
表
さ
れ
た
川
端
康
成
の
「
少
年
」
(
『
人
間
』
・
一
九
四
八
年
五
月
l
一
九
四
九
年
三
月
)

中
の
穏
当
な
内
容
と
ゆ
る
や
か
な
形
式
を
、
「
仮
面
の
告
白
」
中
の
そ
れ
ら
と
比
べ
て
み
れ

ば
分
か
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
刊
行
時
に
付
さ
れ
た
「
『
仮
面
の
告
白
』
ノ
l
ト
」
に
よ
っ

E
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て
、
こ
の
作
ロ
聞
が
三
島
の
存
在
と
深
く
関
わ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
も
、
従

来
の
評
価
を
覆
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
こ
と
は
、
執
筆
前
か
ら
三
島
自
身
が
期
待
し
て
い
た
乙
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め

き
わ
め
て
大
き
な
意
気
込
み
で
、
彼
は
「
仮
面
の
告
白
」
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
三
島
の
意

図
と
意
気
込
み
は
、
例
え
ば
次
の
香
簡
の
一
節
に
も
う
か
が
え
る
。

今
度
の
小
説
(
「
仮
面
の
告
白
」
を
指
す
)
、
生
れ
て
は
じ
め
て
の
私
小
説
で
、
も
ち
ろ

ん
文
壇
的
私
小
説
で
は
な
く
、
今
ま
で
仮
想
の
人
物
に
対
し
て
鋭
い
だ
心
理
分
析
の
刃
を

自
分
に
向
け
て
、
自
分
で
自
分
の
生
体
解
剖
を
し
よ
う
と
い
ふ
試
み
で
、
出
来
う
る
限
り

科
学
的
正
確
さ
を
期
し
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
い
は
ゆ
る
『
死
刑
囚
に
し
て
死
刑
執
行
人
』
会
出

sv

た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
す
。
相
当
の
決
心
を
要
し
ま
す
が
、
見
を
つ
ま
ん
で
書
き
ま
す
。

(
傍
点
、
引
用
者
)

右
の
引
用
は
、
当
時
、
河
出
書
一
房
の
書
き
下
ろ
し
長
編
小
説
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
「
仮

面
の
告
白
」
執
祭
を
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
以
後
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
坂
本
一
色
氏
に
宛
て
た
私

ず
、

rり

信
の
一
節
で
あ
る
。
従
来
よ
く
引
か
れ
て
い
る
「
『
仮
面
の
告
白
』
ノ
l
ト
」
の
符
い
と
筒
隠

の
入
り
混
じ
っ
た
文
章
に
比
べ
、
こ
の
書
簡
で
は
、
「
自
分
で
自
分
の
生
体
解
剖
」
を
し
よ
う

と
い
う
「
『
死
刑
囚
に
し
て
死
刑
執
行
人
』
た
ら
ん
と
す
る
」
決
心
の
ほ
ど
が
、
よ
り
素
直
に

う
か
が
え
る
。
こ
の
一
九
四
八
年
一
一
月
二
日
付
の
私
信
に
は
、
正
直
な
三
島
の
執
筆
姿
勢
が

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

乙
の
坂
本
氏
宛
書
簡
で
注
意
を
惹
く
の
は
、
「
生
休
解
剖
」
や
「
科
学
的
正
確
さ
」
と
い
う
言

葉
で
あ
る
。
乙
こ
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
仮
面
の
告
白
」
が
同
性
愛
と
い
う

題
材
を
取
り
扱
い
、
作
中
で
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
等
の
説
を
引
用
す
る
な
ど
科
学
的
分
析

的
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
題
材
・
記
述
態
度
か
ら
し
て
、
こ

こ
で
言
う
「
科
学
的
正
確
さ
」
と
は
、
同
性
愛
に
関
す
る
心
理
学
的
、
精
神
分
析
学
的
な
正
確

さ
を
指
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

円注
4
】

「
仮
面
の
告
白
」
は
、
心
理
学
や
精
神
分
析
学
の
観
点
か
ら
何
度
か
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
論
者
た
ち
は
「
仮
面
の
告
白
」
中
の
同
性
愛
記
述
を
好
個
の
研
究
資
料
と
断
じ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
専
門
家
に
し
て
み
て
も
、
そ
の
解
釈
は
多
様
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
過

程
に
も
疑
問
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
乙
で
私
は
、
「
科
学
」
に
よ
っ
て
乙
の
「
仮

面
の
告
白
」
を
三
島
が
い
か
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
を
追
究
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
一
ね
の
目

標
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

E 

さ
て
、
「
科
学
的
正
確
さ
」
と
い
う
前
記
坂
本
氏
宛
書
簡
の
言
葉
か
ら
、
私
は
、
ヒ
ル
シ
ュ

フ
ェ
ル
ト
の
名
を
出
し
て
お
い
た
が
、
彼
の
名
は
「
仮
面
の
告
白
」
中
次
の
三
個
所
に
記
さ
れ

て
い
る
。ω
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
が
倒
錯
者
の
好
む
絵
画
彫
刻
類
の
第
一
位
に
、
「
聖
セ
パ
ス
チ

ャ
ン
」
の
絵
画
を
挙
げ
て
ゐ
る
の
は
、
私
の
場
合
、
興
味
深
い
偶
然
で
あ
る
。
(
第
二
章
)

倒
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
は
倒
錯
者
を
分
類
し
て
、
成
年
の
向
性
に
の
み
魅
惑
を
感
じ
る

一
類
を
白
ロ
仏

2
1岡山
Z
と
よ
ぴ
、
少
年
や
少
年
と
青
年
の
中
間
の
年
齢
を
愛
す
る
一
類
を

巾
1
5
v
o司
E
-∞
と
よ
ん
だ
。
私
は
m
u
v巾げ
D
Z
Hニ
凹
を
理
解
し
つ
つ
あ
っ
た
。
(
第
三

t
H干
)

間
倒
錯
現
象
を
全
く
単
な
る
生
物
学
的
現
象
と
し
て
説
明
す
る
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の

学
説
は
私
の
蒙
を
ひ
ら
い
た
。
あ
の
決
定
的
な
一
夜
も
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
何
ら
恥
づ

ぺ
き
帰
結
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
想
像
裡
で
の
開

E
H巾
『
叩
へ
の
曙
欲
は
、
か
つ
て

一
度
も
宮

E
n
E
Z
へ
は
向
は
ず
に
、
研
究
家
が
ほ
ぼ
同
程
度
の
普
通
性
を
証
明
し
て

ゐ
る
或
る
積
の
形
式
に
同
定
し
た
。
(
第
目
立
)

乙
の
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
と
は
、
マ
グ
ヌ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
(
宮
血
肉
ロ
ロ
回
出
町
mnv

r
-
f
g
g
1
5
ω
印
)
の
こ
と
で
あ
る
。
性
科
学
者
で
ベ
ル
リ
ン
性
科
学
研
究
所
を
主
宰
し
た

ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
は
、
『
性
的
中
間
者
年
報
』
を
一
編
集
し
、
主
要
な
若
容
と
し
て
は
、
『
男

性
及
び
女
性
の
同
性
愛
』

(
S
E
)
等
を
公
刊
し
て
い
る
。
彼
の
調
査
報
告
等
は
、
同
時
代
に

フ
ロ
イ
ト
も
引
用
し
て
い
る
が
、
今
日
で
も
、
二
十
世
紀
初
頭
の
性
に
関
す
る
託
宣
な
資
料
を

提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

私
の
調
査
し
た
限
り
で
は
、
彼
の
編
者
で
あ
る
『
戦
争
と
性
』
全
四
巻
(
高
橋
洋
古
口
訳
、
同

光
社
磯
部
世
官
房
・
一
九
五
三
年
八
月
一
五
日

l
一
九
五
五
年
二
月
一
五
日
)
の
み
が
邦
訳
さ
れ

に
は
E
M

て
お
り
、
乙
れ
以
外
の
著
作
の
邦
訳
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
『
戦
争
と
性
』
の
邦
訳
刊
行
は

「
仮
面
の
告
白
」
刊
行
以
後
で
あ
り
、
か
っ
、
同
舎
が
そ
の
序
文
に
あ
る
よ
う
に
「
世
界
戦
争

と
性
愛
と
の
関
述
に
か
ん
し
て
従
来
あ
っ
た
文
献
や
絵
図
の
資
料
を
踏
め
て
、
そ
の
概
観
を
与

え
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
の
で
、
「
仮
面
の
告
白
」
中
の
記
述
と
閑
述
す
る
と
乙
ろ
は
な

『
定
本
三
島
由
紀
夫
合
誌
』
(
島
崎
博
・
三
品
約
子
共
縮
、
帯
夜
十
字
社
・
一
九
七
二
年
一

月
二
五
日
)
中
「
蔵
書
目
録
」
に
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
著
と
し
て
こ
の
『
戦
争
と
性
』

だ
け
が
記
救
さ
れ
て
い
る
。
そ
乙
か
ら
、
「
仮
面
の
合
白
」
中
の
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
説
の
引
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用
は
、
原
脅
か
ら
の
官
接
の
も
の
で
あ
る
、
と
の
推
測
も
確
か
に
成
立
す
る
。
し
か
し
、
ヒ
ル
シ

ュ
フ
ェ
ル
ト
の
見
解
を
知
る
に
は
原
書
し
か
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
の
も
速
断
に
す
ぎ
よ
う
。

前
記
「
蔵
寄
目
録
」
に
は
、
ェ
リ
ス
(
国
内
ロ
『
可
回
虫
、
己
c
n
r
E
一回・

5
S
1
5
ω
由
)
の
若

『
性
の
心
理
』
(
原
題
『
性
の
心
理
学
的
研
究
』
口
岡
市

ω
Z
&
g
E
F巾
宮
山
、
n
y
o
Z
問可

。同
ω
m
u内

L
∞芯
1
5
8
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
『
性
の
心
理
』
全
ニ

O
巻
は
、
全
六
兆
]
の

原
著
を
増
田
一
朗
氏
が
翻
訳
し
て
、
日
月
社
か
ら
刊
行
二
九
二
七
年
一

O
月
二
五
日
!
一
九

二
九
年
六
月
一
三
日
)
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
波
書
目
録
」
に
は
、
全
二

O
巻
の
内
、

第
四
巻
・
第
一

O
巻
・
第
一
一
巻
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
『
性
の
心
理
』
第
四
巻
『
性
的
倒
錯
序
論
・
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
研
究
家
小
列
伝

と
で
も
言
う
べ
き
「
性
的
倒
錯
の
研
究
」
中
で
、
エ
リ
ス
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
を
次
の
よ

う
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

腕
近
、
性
的
倒
錯
の
羽
一
叩
を
広
汎
な
且
つ
咋
な
基
礎
に
置
く
乙
と
に
貢
献
し
た
点
に
於

い
て
、
伯
林
の
人
・
マ
ダ
ヌ
ス
・
ヒ
ル
シ
フ
ェ
ル
ト
博
士
に
及
ぶ
も
の
は
あ
る
ま
い
。
彼

は
同
性
愛
現
象
の
あ
ら
ゆ
る
状
態
を
知
悉
す
る
こ
と
に
於
い
て
無
比
な
実
験
的
経
験
を
お

ん
で
ゐ
る
。
(
略
)
ヒ
ル
シ
フ
ェ
ル
ト
の
こ
の
若
述
(
『
男
性
及
び
女
性
の
同
性
愛
』
)

は
実
に
、
倒
錯
問
題
に
関
す
る
限
り
の
最
大
な
、
の
み
な
ら
ず
最
も
精
核
な
、
詳
密
な
、

包
括
的
な
、
市
か
も
最
も
精
髄
的
に
圧
搾
さ
れ
た
著
述
で
あ
る
。
(
略
)
ヒ
ル
シ
フ
ェ
ル
ト

の
此
の
著
述
に
は
、
性
的
倒
錯
に
関
す
る
病
理
学
的
概
念
は
全
然
影
を
没
し
、
向
性
性
欲

は
先
づ
第
一
に
普
通
的
な
存
在
の
生
物
学
的
現
象
で
あ
り
、
第
二
に
極
め
て
重
要
な
る
社

会
現
象
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
其
処
に
は
何
等
新
学
説
を
発
見
せ
ん
と
す
る
企
図

は
窺
は
れ
な
い
が
、
確
定
的
事
実
に
不
断
の
努
力
を
も
っ
て
触
れ
て
行
く
と
乙
ろ
に
彼
の

著
作
の
主
要
価
値
が
厳
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
明
断
に
し
て
確
実

な
る
知
識
を
獲
ん
と
と
を
欲
す
る
総
て
の
人
々
に
必
須
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
源
と
な
る
所

以
は
、
実
に
乙
の
著
述
に
如
上
の
特
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
称
賛
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
を
エ
リ
ス
が
、
「
独
創
的
な
も
の
で
は
な
い

が
、
古
今
東
西
に
わ
た
る
該
博
な
知
識
を
流
麗
な
文
章
で
披
歴
し
た
性
の
百
粍
融
政
」
と
評
さ

れ
る
『
性
の
心
理
』
で
、
度
々
引
用
し
、
そ
の
見
解
に
重
き
を
置
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
「
蔵
舎
目
録
」
に
あ
る
『
性
の
心
理
』
を
、
三
島
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
学
説
の
拠

り
所
に
し
た
乙
と
も
十
分
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
性
の
心
理
』
全
ニ

O
巻
中
、
男
性
の
同
性
愛
に
関
係
す
る
巻
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
巻
『
性
的
倒
錯
序
論
・
研
究
』

第
五
巻
『
男
性
に
於
け
る
性
的
倒
錯
』

第
七
巻
『
性
的
倒
錯
性
質
・
理
論
・
結
論
』

先
に
、
「
仮
面
の
告
白
」
中
で
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
が
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
を
掲
げ
た
が
、

興
味
深
い
乙
と
に
、
そ
れ
ら
は
、
ま
た
、
ェ
リ
ス
が
第
七
巻
『
性
的
倒
錯
性
質
・
理
論
・
結

論
』
で
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
著
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
聖
セ
パ

ス
チ
ャ
ン
の
絵
阿
へ
の
格
好
を
述
ぺ
て
い
る

ωの
何
所
は
、
エ
リ
ス
の
次
の
よ
う
な
ヒ
ル
シ
ュ

フ
ェ
ル
ト
引
用
と
対
応
し
て
い
る
。

ヒ
ル
シ
フ
ェ
ル
ト
は
『
向
性
性
欲
行
為
』
六
六
百
菜
、
向
性
愛
者
の
特
に
好
む
絵
図
彫

刻
の
代
表
的
な
も
の
を
列
挙
し
て
ゐ
る
。
聖
セ
パ
ス
チ
ン
の
芸
術
、
ガ
イ
ン
ス
ポ
ロ
オ
の

「
青
い
少
咋
」
、
ヴ
ア
ン
ダ
イ
ク
の
抱
い
た
若
い
男
性
、
プ
ラ
キ
シ
テ
レ
ス
の
拾
い
た
英

雄
ヘ
ル
メ
ヌ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
奴
隷
」
、
ロ
ダ
ン
お
よ
び
ム
ニ
エ
の
彫
刻
の
労
働

者
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
(
第
七
巻
『
性
的
倒
錯
性
質
・
理
論
・
結
論
』
八
三
ペ
ー
ジ
)

倒
と
し
て
挙
げ
た
倒
錯
者
の
分
類
に
関
し
て
は
、
同
巻
六
六
ペ
ー
ジ
に
、
や
は
り
エ
リ
ス
が

ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
説
と
し
て
、
脚
注
側
で
引
用
し
て
い
る
。

仰
に
一
一
一
口
う
「
倒
錯
現
象
を
全
く
単
な
る
生
物
学
的
現
象
と
し
て
説
明
す
る
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル

ト
の
学
説
」
は
、
先
に
も
引
い
た
「
性
的
倒
錯
の
研
究
」
中
の
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
説
の
紹
介

に
も
出
て
い
る
。
エ
リ
ス
自
身
は
性
倒
錯
者
の
す
べ
て
は
先
天
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
性
的
倒
錯
を
「
植
物
の
世
界
、
動
物
の
世
界
を
一
姻
遇
す
る
全
生
物
の
う
ち
に
我
々
が

発
見
す
る
所
の
大
な
る
有
機
的
組
異
に
合
ま
れ
た
一
変
化
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
て
、
脚
注
で
次
の
よ
う
な
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。

ヒ
ル
シ
フ
ェ
ル
ト
も
『
向
性
性
欲
』
第
二
十
翠
に
、
倒
錯
の
最
も
根
抵
的
な
動
因
を
採
ら

ん
と
す
る
に
は
内
分
泌
を
研
究
す
る
他
に
途
は
な
い
と
信
じ
た
。
(
同
巻
一
四

0
ペ
ー
ジ
)

内
分
泌
す
な
わ
ち
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
に
よ
っ
て
、
性
的
倒
錯
が
生
じ
る
と
言
う
の
は
、
「
仮

面
の
告
白
」
中
の
「
倒
錯
現
象
を
全
く
単
な
る
生
物
学
的
現
象
と
し
て
説
明
す
る
ヒ
ル
シ
ュ
フ

ェ
ル
ト
の
学
説
」
に
照
応
す
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
説
と
し
て
「
仮
面
の
告
白
」
中
に
引
用

さ
れ
て
い
る
三
個
所
の
記
述
す
べ
て
が
、
エ
リ
ス
の
『
性
の
心
理
』
に
引
用
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ

フ
ェ
ル
ト
説
と
一
致
し
、
さ
ら
に
「
蔵
書
目
録
」
に
も
エ
リ
ス
の
著
が
記
載
さ
れ
て
い
る
乙
と

か
ら
、
エ
リ
ス
の
著
を
典
拠
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
見
解
を
三
島
が
引
用
し
て
い
る
可
能

性
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
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第
一
章
で
は
、
産
湯
の
記
憶
か
ら
「
幼
年
時
代
が
私
か
ら
立
去
っ
て
ゆ
か
う
と
す
る
訣
別
」



の
情
景
ま
で
、
つ
ま
り
「
私
」
の
記
憶
に
残
る
幼
年
時
代
の
各
場
面
が
語
ら
れ
て
い
る
。
フ
ロ

イ
ト
が
そ
の
精
神
分
析
理
論
の
基
盤
を
幼
児
期
に
求
め
て
以
来
、
人
間
の
生
涯
に
お
い
て
、
乙

の
時
期
が
後
々
ま
で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
乙
と
は
よ
く
叩
な
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、
「
フ
ロ
イ
ト
は
中
学
生
の
乙
ろ
私
の
座
右
の
害
で
あ
っ
た
レ
と
言
明
す
る
三
島
が
、

「
仮
面
の
告
白
」
第
一
章
を
幼
年
時
代
の
叙
述
に
充
て
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
乙
の
第
一
章
の
幼
年
時
代
の
記
述
は
、
あ
る
記
憶
か
ら
別
の
記
憶
へ
あ
た
か
も

連
匂
を
巻
く
よ
う
に
額
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
何
の
脈
絡
も
必
然
性
も
な
く
な
さ
れ
て
い
る
の

で
も
な
い
。
あ
る
記
憶
は
省
か
れ
、
あ
る
記
憶
は
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
整
然
と
整
理
さ

れ
た
印
象
を
、
第
一
章
の
記
述
か
ら
は
与
え
ら
れ
る
。
拾
き
留
め
ら
れ
た
記
憶
は
、
時
間
の
浄

化
作
用
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
不
要
な
部
分
が
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
鮮
明
な
像
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
鮮
明
な
記
憶
が
、
整
理
さ
れ
秩
序
立
て
ら

れ
て
い
る
と
と
ろ
に
、
「
仮
面
の
告
白
」
第
一
章
の
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
乙
で
、
当
然
そ
の
整
理
や
秩
序
の
基
準
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
か

な
る
秩
序
|
|
乙
乙
で
は
、
第
一
章
の
構
造
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
!
ー
に
よ
っ
て
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
三
島
の
意
図
を
推
測
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
描
写
そ
れ
自
体
の
内

実
は
も
と
よ
り
、
そ
乙
に
付
さ
れ
た
説
明
的
部
分
を
検
討
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
瞭
に

推
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
第
一
章
の
途
中
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

か
う
し
て
私
は
ニ
粍
類
の
前
提
を
語
り
終
へ
た
。
そ
れ
は
復
習
を
要
す
る
。
第
一
の
前

提
は
糞
尿
汲
取
人
と
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
兵
士
の
汗
の
匂
ひ
と
で
あ
る
。
第
二
の
前
提

は
、
松
旭
斎
天
勝
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
だ
。
/
な
ほ
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
前
提
が
一
つ
あ

4
G
。

こ
こ
に
は
、
冗
々
し
く
は
あ
る
が
、
分
析
的
な
説
明
を
付
加
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に

向
か
っ
て
第
一
章
に
お
け
る
叙
述
の
意
味
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
と
す
る
三
島
の
窓
図
が
現
わ

れ
て
い
る
。
乙
の
一
節
の
後
に
は
、
「
な
ほ
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
前
提
」
と
さ
れ
て
い
る
、

「
殺
さ
れ
る
若
者
た
ち
」
の
幻
影
と
「
自
分
が
戦
死
し
た
り
殺
さ
れ
た
り
し
て
ゐ
る
状
態
を
空

想
す
る
こ
と
に
喜
び
を
持
っ
た
」
乙
と
|
|
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
好
み
|
|
が
記
さ

れ
、
続
い
て
幼
年
時
代
の
終
局
を
告
げ
る
祭
り
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
幼
年
時
代
を
描
く

乙
と
に
終
始
し
た
第
一
章
の
叙
述
の
ほ
と
ん
ど
は
、
乙
れ
ら
引
用
文
に
あ
る
三
種
類
の
「
前
提
」

の
内
容
を
述
ぺ
る
乙
と
に
費
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
乙
の
引
用
部
分
は
、
第

一
章
に
お
い
て
は
、
三
種
類
の
コ
別
提
」
を
語
ろ
う
と
し
た
三
島
の
意
図
を
明
瞭
に
し
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
乙
乙
に
言
う
「
前
提
」
は
、
「
糞
尿
汲
取
人
と
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
兵
士
の
汗
の

匂
ひ
」
、
「
松
旭
斎
天
勝
と
ク
レ
オ
バ
ト
ラ
」
、
そ
し
て
「
殺
さ
れ
る
若
者
た
ち
」
と
自
分
の

殺
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
三
種
類
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
は
、
何
の
「
前
提
」
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

・刃。
第
一
章
・
中
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

・
:
:
私
が
人
生
で
は
じ
め
て
出
逢
っ
た
の
は
、
乙
れ
ら
異
形
の
幻
影
だ
っ
た
。
そ
れ
は

実
に
巧
ま
れ
た
完
全
さ
を
以
て
最
初
か
ら
私
の
前
に
立
っ
た
の
だ
。
何
一
つ
欠
け
て
ゐ
る

も
の
な
し
に
、
何
一
つ
、
後
年
の
私
が
自
分
の
意
識
や
行
動
の
源
泉
を
そ
乙
に
訪
ね
て
、

欠
け
て
ゐ
る
も
の
な
し
に
。
/
私
が
幼
年
時
か
ら
人
生
に
対
し
て
抱
い
て
ゐ
た
観
念
は
、

モ

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
風
な
予
定
説
の
線
を
外
れ
る
乙
と
が
た
え
て
な
か
っ
た
。
い
く
た
び

と
な
く
無
益
な
迷
ひ
が
私
を
苦
し
め
、
今
も
な
ほ
苦
し
め
つ
づ
け
て
ゐ
る
も
の
、
乙
の
迷

ひ
を
も
一
一
極
の
堕
罪
の
誘
惑
と
考
へ
れ
ば
、
私
の
決
定
論
に
ゆ
る
ぎ
は
な
か
っ
た
。
私
の

メ
ユ

1
1

生
涯
の
不
安
の
総
計
の
い
は
ば
献
立
表
を
、
私
は
ま
だ
そ
れ
が
読
め
な
い
う
ち
か
ら
与
へ

ら
れ
て
ゐ
た
。
私
は
た
だ
ナ
プ
キ
ン
を
か
け
て
食
卓
に
向
っ
て
ゐ
れ
ば
よ
か
っ
た
。

自
己
の
避
け
難
い
宿
命
の
嘆
き
を
絞
っ
た
こ
の
一
節
は
、
「
第
一
の
前
提
」
の
一
つ
で
あ
る

「
兵
士
た
ち
の
汗
の
匂
ひ
」
の
魅
惑
を
語
っ
た
直
後
に
、
一
行
空
け
て
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
引
用
第
一
文
中
の
「
乙
れ
ら
異
形
の
幻
影
」
と
は
、
「
第
一
の
前
提
」
す
な
わ
ち

「
糞
尿
汲
取
人
と
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
兵
士
の
汗
の
匂
ひ
」
と
を
指
し
て
い
る
と
、
一
応
解

さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
「
前
提
」
と
い
う
言
葉
で
総
括
さ
れ
て
い
る
の
で
、
乙
れ
を
、
他
の

二
種
類
の
記
憶
の
系
列
に
も
敷
街
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
右
の
引
用
中

に
は
、
「
後
年
の
私
が
自
分
の
意
識
や
行
動
の
源
泉
を
そ
乙
に
訪
ね
て
、
欠
け
て
ゐ
る
も
の
な

し
に
」
、
「
突
に
巧
ま
れ
た
完
全
さ
を
以
て
最
初
か
ら
私
の
前
に
立
っ
た
の
だ
」
と
あ
り
、

メ
ユ
ユ

1

「
私
の
生
涯
の
不
安
の
総
計
の
い
は
ば
献
立
表
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、

そ
の
「
異
形
の
幻
影
」
が
「
第
一
の
前
提
」
に
の
み
留
ま
る
と
す
れ
ば
、
乙
の
文
章
や
「
前
提
」

と
い
う
言
葉
自
体
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
前
提
」

と
は
、
「
私
」
の
「
意
識
や
行
動
」
の
「
前
提
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
が
読
め
な
い
う
ち
か
ら
与
へ
ら

メ
ユ
ェ
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れ
て
ゐ
た
」
、
「
生
涯
の
不
安
の
総
計
の
い
は
ば
献
立
表
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
仮
面
の

告
白
」
が
性
的
倒
錯
の
い
桔
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
「
私
」
の
「
告
白
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

乙
の
「
前
提
」
と
は
、
性
的
倒
錯
の
「
前
提
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
島
の
意
図
は
、
第
一
章
を
性
的
倒
錯
者
「
私
」
の
「
告
白
」
の
「
前
提
」
と
し
て
配
置
す

る
と
乙
ろ
に
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
二
章
以
降
に
展
開
さ
れ
る
諸
事
象
を
説
明

し
う
る
原
点
と
し
て
第
一
章
を
位
置
づ
け
、
第
一
章
に
「
私
」
が
た
ど
る
人
生
の
す
べ
て
の
溺
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芽
宇
佐
用
意
し
よ
う
と
し
た
。
乙
の
第
一
章
で
、

と
、
三
島
は
計
っ
た
の
で
あ
る
。

三
島
自
身
は
、
第
一
章
で
は
三
種
類
の
「
前
提
」
を
何
の
解
釈
も
施
さ
ず
に
呈
示
し
た
の
み

で
、
「
後
年
の
私
が
自
分
の
意
識
や
行
動
の
源
泉
を
そ
こ
に
訪
ね
」
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
解

釈
で
き
る
の
か
と
い
う
と
と
ろ
に
は
、
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
フ
ロ
イ
ト
は
中
学

生
の
乙
ろ
私
の
座
右
の
舎
で
あ
っ
た
」
と
言
い
、
後
年
「
音
楽
」
(
『
婦
人
公
論
』
・
一
九

六
四
年
一
月
l
一
二
月
)
を
舎
い
た
三
島
は
、
当
然
、
乙
の
第
一
章
を
フ
ロ
イ
ト
流
に
解
釈
で

き
る
と
考
え
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
管
見
で
は
、
そ
の
手
掛
り
が
第
一
章
の
記
述
に
も
十
分
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
フ
ロ
イ
ト
流
の
解
釈
を
施
す
乙
と
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
や
エ
リ
ス
の
と
る
、
性
的

倒
錯
を
先
天
的
な
原
因
に
よ
る
と
す
る
態
度
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。

三
島
が
先
天
説
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
前
節
に
お
い
て
引
用
し
た
、

ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
が
倒
錯
者
の
特
に
好
む
絵
画
彫
刻
類
の
第
一
位
に
、
「
聖
セ
パ
ス

チ
ャ
ン
の
絵
画
」
を
挙
げ
て
ゐ
る
の
は
、
私
の
場
合
、
興
味
深
い
偶
然
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
倒
錯
者
、
殊
に
先
天
的
な
倒
錯
者
に
あ
っ
て
は
、
倒
錯
的
街
動
と
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
衝
動
と
が
、
分
ち
が
た
く
錯
綜
し
て
ゐ
る
場
合
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
を
、
推
測

さ
せ
る
の
に
好
都
合
で
あ
る
。

と
い
う
部
分
で
、
己
れ
を
「
先
天
的
な
倒
錯
者
」
と
よ
ん
で
い
る
一
節
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

も
う
一
個
所
、
例
を
挙
げ
れ
ば
、
常
人
と
異
な
っ
た
「
私
」
の
特
殊
な
人
生
の
認
識
が
語
ら

れ
て
い
る
第
三
章
冒
頭
近
く
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

念
の
た
め
に
申
し
添
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
私
が
乙
乙
で
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
例

の
「
自
意
識
」
の
問
題
で
は
な
い
。
単
な
る
性
欲
の
問
卦
で
あ
り
、
が
だ
そ
れ
以
外
の
乙

と
を
乙
乙
で
言
は
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
/
も
と
よ
り
劣
等
生
と
い
ふ
存
在
は
先

天
的
な
索
質
に
よ
る
も
の
な
が
ら
、
私
は
人
並
の
学
級
へ
昇
り
た
い
た
め
に
姑
息
な
手
段

を
と
っ
た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
内
容
も
わ
か
ら
ず
に
、
友
達
の
答
突
を
試
験
中
に
こ
っ
そ

り
敷
写
し
を
し
て
、
そ
し
ら
ぬ
顔
で
そ
れ
を
提
出
す
る
と
い
ふ
早
変
で
あ
っ
た
。
(
傍
点
、

「
仮
面
の
告
白
」
全
体
の
原
質
を
皇
示
し
よ
う

引
用
者
)

乙
の
後
、
「
パ
ス
の
女
車
掌
」
へ
の
欲
望
を
装
っ
て
、
か
え
っ
て
友
人
達
を
驚
か
せ
た
一
掃

諮
が
語
ら
れ
る
の
で
、
右
に
骨
一
員
う
「
劣
等
生
と
い
ふ
存
在
は
先
天
的
な
索
質
に
よ
る
」
と
の
比

除
は
、
引
用
中
に
あ
る
「
単
な
る
性
欲
の
問
題
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
が
分
か
る
。
し

た
が
っ
て
、
乙
の
「
先
天
的
な
索
質
に
よ
る
」
と
い
う
判
断
は
、
「
私
」
の
性
的
倒
錯
が
「
先

天
的
な
素
質
に
よ
る
」
乙
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
フ
ロ
イ
ト
流
の
解
釈
に
対
し
て
、
例
え
ば
エ
リ
ス
は
、

フ
ロ
イ
ド
一
派
の
見
解
に
従
っ
て
倒
錯
を
眺
め
る
と
し
て
も
、
失
張
り
ど
う
し
て
倒
錯
者

が
常
態
人
と
は
異
っ
た
然
う
い
ふ
心
的
状
態
に
這
入
っ
た
の
か
、
忽
し
て
然
う
し
た
暗
示

に
影
響
さ
れ
る
よ
う
な
情
緒
的
性
質
を
現
は
し
た
か
、
と
謂
ふ
乙
と
を
知
る
必
要
が
出
て

来
る
に
違
ひ
な
い
。
即
ち
、
或
る
定
ま
っ
た
遺
伝
的
傾
向
が
存
在
し
、
乙
の
傾
向
が
同
性

愛
を
現
前
せ
し
め
る
の
だ
、
と
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ロ
イ
ド
派
の
理
論
の
難
点
は
忽
ち

除
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
『
性
の
心
理
』
第
七
巻
『
性
的
倒
錯
性
質
・
理
論
・
結

論
』
一
一
九
ペ
ー
ジ
)

と
述
べ
、
さ
ら
に
、

大
体
に
於
い
て
、
心
理
上
の
方
面
か
ら
間
へ
ば
、
あ
る
特
殊
の
場
合
に
限
り
フ
ロ
イ
ド
派

ダ
4
ナ
ミ
ヅ
タ

の
理
論
に
そ
の
ま
ま
適
合
す
る
よ
う
な
型
の
、
無
意
識
的
な
力
学
的
の
心
理
過
程
が
実

メ
カ
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在
す
る
こ
と
を
承
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
乙
の
程
の
心
的
機
械
作
用
の
研

究
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
向
性
性
欲
の
心
理
を
啓
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
更
ら
に
一

周
根
抵
的
な
有
機
的
要
素
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
(
同
前
)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
幼
児
の
心
的
世
界
の
フ
ロ
イ
ト
的
解
釈
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
同
性
愛
が
出
現
す
る
の
か
と
い
う
根
本
原
因
の
追
究
に
お
い
て
、
フ
ロ
イ
ト
派
の
考

え
方
を
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
天
的
な
遺
伝
的
傾
向
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
あ
る

た
め
に
乙
そ
、
幼
児
期
に
フ
ロ
イ
ト
が
指
摘
し
た
形
で
発
現
す
る
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

以
上
述
ぺ
て
き
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
や
エ
リ
ス
た
ち
の
と
る
先
天
説
と
、
フ
ロ

イ
ト
的
解
釈
を
施
す
乙
と
と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
仮
面
の
告
白
」
で
、

三
島
は
、
自
分
の
存
在
を
根
底
か
ら
分
析
・
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
、
己
れ
の
過
去
を
幼
児
期

と
い
う
さ
か
の
ぼ
り
う
る
最
後
の
地
点
ま
で
追
究
し
た
。
そ
の
と
き
、
性
的
倒
錯
の
類
例
を
エ

リ
ス
等
の
調
査
報
告
に
求
め
な
が
ら
、
そ
こ
に
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
解
釈
す
る
乙
と
情
で

き
る
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
理
論
を
応
用
し
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
理
論
の
鍵
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
理
論
で
あ
る
。
一
ロ
に
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
言
っ
て
も
、
そ
の
あ

り
ょ
う
は
一
律
で
は
な
く
、
一
つ
の
理
論
と
し
て
普
遍
性
を
持
て
ば
持
つ
ほ
ど
、
か
え
っ
て
個

々
の
具
体
的
な
事
象
か
ら
離
れ
が
ち
な
乙
と
は
否
み
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
手
掛
り
が
あ

る
と
は
い
え
、
「
仮
面
の
告
白
」
中
の
「
私
」
に
フ
ロ
イ
ト
の
理
論
を
適
用
す
る
場
合
に
も
、



詳
細
に
そ
の
生
育
環
境
と
記
憶
を
追
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
♂
一

ま
ず
、
そ
の
家
庭
環
境
で
あ
る
が
、
「
私
」
は
、
祖
父
母
・
父
母
・
六
人
の
女
中
と
い
う
都

合
十
人
の
大
人
た
ち
ば
か
り
の
聞
に
、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
家
を
継
ぐ
べ
き
長

男
を
大
事
に
す
る
旧
来
の
習
慣
か
ら
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
「
私
」
は
大
切
に
育
て
ら

れ
、
こ
と
に
祖
母
か
ら
偏
愛
さ
れ
た
。
乙
の
祖
母
の
偏
愛
は
異
常
と
で

4
評
し
う
る
も
の
で
、

生
後
す
ぐ
に
母
の
手
か
ら
組
母
に
奪
わ
れ
た
「
私
」
は
、
「
し
じ
ゅ
う
閉
て
切
っ
た
・
病
気
と

老
い
の
匂
ひ
に
む
せ
か
へ
る
祖
母
の
病
室
で
、
そ
の
病
床
に
床
を
並
ぺ
て
」
、
一
三
歳
に
な
る

ま
で
育
て
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
「
担
父
を
憎
み
蔑
ん
で
ゐ
た
」
担
母
の
、
孫
に
寄
せ
る
期
待

に
よ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
担
母
の
偏
愛
ぷ
り
は
度
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
組
母
と
「
私
」
と
の
関
係
が
、
「
私
」
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
特
殊
な

形
成
の
要
因
で
あ
る
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
十
人
も
い
た
大
人
た
ち
の
間

で
、
祖
母
の
存
在
は
際
立
っ
て
お
り
、
組
母
以
外
の
家
人
の
影
が
あ
ま
り
に
簿
い
か
ら
で
あ

る
。
生
後
間
も
な
い
「
私
」
を
病
身
の
祖
母
の
手
許
に
置
く
よ
う
な
乙
と
を
、
誰
も
止
め
ら
れ

ず
、
担
母
の
な
す
が
ま
ま
に
任
せ
て
い
る
。
こ
の
一
事
を
と
っ
て
み
て
も
、
祖
母
が
い
わ
ば
家

庭
内
の
専
制
君
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
「
私
」
が
身
近
に
接
し
た
の
は
、
母
と

こ
の
よ
う
な
祖
母
で
あ
る
が
、
母
は
、
「
か
よ
わ
い
花
嫁
」
と
替
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
お
と

な
し
い
嫁
と
し
て
振
舞
う
、
家
庭
内
で
己
れ
を
強
く
主
張
す
る
よ
う
な
乙
と
の
な
い
女
性
だ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
父
も
組
父
も
家
庭
を
ま
っ
た
く
顧
み
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
(
も
し
、

顧
み
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
私
」
を
自
分
の
病
室
に
置
乙
う
と
す
る
よ
う
な
組
母
の
我
ま
ま
を
許

す
は
ず
も
な
い
)
、
ま
し
て
祖
父
は
、
「
祖
父
の
壮
年
時
代
の
罪
の
形
見
」
で
あ
る
脳
神
経
痛

に
悩
む
組
母
に
「
憎
み
蔑
ま
れ
」
、
影
が
箔
い
ど
こ
ろ
か
、
か
な
り
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

士
山
ヲ

Q

。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
「
絹
介
不
屈
な
、
或
る
狂
ほ
し
い
詩
的
な
魂
」
と
評
さ
れ
て
い
る

「
古
い
家
柄
の
出
の
組
母
」
が
、
実
質
的
に
乙
の
家
を
取
り
仕
切
り
、
残
る
家
人
た
ち
は
、
そ

れ
に
唯
々
諾
々
と
し
て
従
っ
て
い
た
乙
と
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
「
私
」
に
し
て

み
れ
ば
、
家
と
は
組
母
そ
の
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、

「
私
」
に
と
っ
て
は
、
担
母
と
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
「
私
」
が
祖
母
を
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
見
て
い
た
か
は
、
次
の
よ
う
に
描

か
れ
た
家
の
様
子
か
ら
も
推
し
測
ら
れ
る
。

一
乙
け
お
ど
か
し
の
鉄
の
門
や
前
庭
や
場
末
の
礼
拝
堂
ほ
ど
に
ひ
ろ
い
洋
聞
な
ど
の
あ
る
・

坂
の
上
か
ら
見
る
と
二
階
建
で
あ
り
坂
の
下
か
ら
見
る
と
三
階
建
の
・
煩
ん
だ
暗
い
感
じ

の
す
る
・
何
か
錯
雑
し
た
容
子
の
威
丈
高
な
家
だ
っ
た
。

と
描
か
れ
た
家
(
建
物
)
は
、
家
(
家
庭
)
の
専
制
君
主

l
l
「
古
い
家
柄
の
出
」
で
、
内
実

を
か
ま
わ
な
い
浪
費
家
で
あ
っ
た
組
母
|
|
の
「
私
」
に
対
す
る
威
圧
感
を
象
徴
し
て
い
よ

う
。
一
般
的
に
は
、
家
を
支
配
す
る
「
父
性
」
は
文
字
通
り
父
が
担
う
役
割
で
あ
る
が
、
「
私
」

の
家
で
は
、
そ
の
役
割
を
祖
母
が
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
家
の
様
子
か
ら

受
け
る
威
圧
感
と
同
じ
も
の
を
、
「
私
」
は
そ
の
よ
う
な
組
母
か
ら
敏
感
に
受
け
取
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
組
母
が
、
「
古
い
家
柄
の
出
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
私
」
に
厳
し
い
行
儀
作
法

務
長
ぇ
、
そ
し
て
物
静
か
な
子
ど
も
に
育
て
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
個
所
か
ら
分

か
る
。
祖
母
が
私
の
病
弱
を
い
た
は
る
た
め
に
、
ま
た
、
私
が
わ
る
い
事
を
お
ぼ
え
な
い
や
う
に

と
の
顧
慮
か
ら
、
近
所
の
男
の
子
た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
、
私
の
遊
び
相
手
は

女
中
や
看
護
婦
を
除
け
ば
、
祖
母
が
近
所
の
女
の
子
の
う
ち
か
ら
私
の
た
め
に
選
必
で
く

れ
た
三
人
の
女
の
子
だ
け
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
騒
音
、
戸
の
は
げ
し
い
開
け
閉
て
、

お
も
ち
ゃ
の
刑
夙
、
角
力
、
あ
ら
ゆ
る
際
立
っ
た
音
や
響
き
は
、
祖
母
の
右
膝
の
神
経
痛

き
£
に
障
る
の
で
、
私
た
ち
の
遊
び
は
女
の
子
が
普
通
に
す
る
以
上
に
物
静
か
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

組
母
の
担
父
へ
の
敵
視
|
|
1
祖
父
の
壮
年
時
代
の
女
遊
び
か
ら
手
酷
い
打
繋
を
受
け
た
組
母

は
、
担
父
を
憎
ん
で
い
た
ー
ー
の
た
め
に
、
祖
母
は
、
「
私
」
が
組
父
の
よ
う
な
「
男
」
と
し

て
育
つ
の
を
忌
避
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
私
」
は
、
祖
母
か
ら
一
切
の
激
し
い
「
男

の
子
」
と
し
て
の
攻
撃
的
な
行
動
を
許
さ
れ
ず
、
「
女
の
子
」
と
し
て
育
て
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
実
際
、
そ
の
祖
母
の
目
論
見
は
見
事
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
、
従
妹
の
家
で
ご
人
の
男

の
子
で
あ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
と
き
の
、
「
私
」
の
困
惑
ぶ
り
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
男
児
が
同
性
愛
に
至
る
の
は
、
当
然
と
も
言
い
う
る
の
で
、

例
え
ば
、

D
・
J
-
ウ
一
ス
ト
が
、

R
・
R
-
シ
ア

l
ズ
の
見
解
と
し
て
挙
げ
た
同
性
愛
に
至

る
心
理
的
要
因
の
ほ
と
ん
ど
に
、
「
私
」
の
場
合
も
当
て
は
ま
る
O
R
・
R
-
シ
ア

l
ズ
は
、

そ
の
要
因
を
以
下
の
よ
う
に
四
つ
挙
げ
て
い
る
。

第
一
は
親
の
側
の
性
的
不
安
、
特
に
父
親
の
そ
れ
で
、
こ
れ
は
子
供
の
性
的
な
興
味
や
好

奇
心
を
削
ぐ
働
き
を
し
た
。
第
二
は
子
供
の
攻
撃
的
な
行
働
に
対
す
る
母
親
の
非
難
と
不

寛
容
で
あ
っ
た
。
第
三
は
懲
罰
と
瑚
笑
の
頻
繁
な
使
用
、
第
四
は
食
卓
や
洗
面
所
な
ど
で

円
注
9
M

守
る
べ
き
作
法
を
厳
し
く
教
え
こ
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
の
要
因
は
、
女
遊
び
の
結
果
祖
父
を
憎
む
よ
う
に
な
っ
た
祖
母
の
心
理
機
制
を
考
え
れ

ば
、
納
得
で
き
よ
う
し
、
第
二
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
祖
母
の
と
っ
た
態
度
に
は
っ
き
り
と
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当
て
は
ま
る
。
第
三
の
要
因
に
つ
い
て
「
仮
面
の
告
白
」
中
に
記
述
は
な
い
が
、
第
四
の
要
因

に
関
し
て
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
、
「
私
」
が
父
親
と
自
己

を
同
一
視
す
る
よ
う
に
は
成
長
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
性
的
役
割
の
発
達
の
観
点

か
ら
し
て
も
、
「
女
の
子
」
と
し
て
遇
さ
れ
た
場
合
に
心
理
的
安
定
を
与
え
る
家
庭
環
境
は
、

同
性
愛
的
傾
向
を
「
私
」
に
も
た
ら
す
十
分
な
条
件
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
理
論
に
よ
れ
ば
、
正
常
な
男
児
は
三

1
四
歳

に
な
る
と
母
親
に
性
的
愛
者
を
党
ぇ
、
母
親
を
独
専
的
に
所
有
し
た
い
と
悶
ぅ
。
そ
の
一
方
で

は
、
と
も
に
母
親
を
争
う
父
親
に
対
し
て
嫉
妬
し
、
敵
意
や
憎
し
み
を
感
じ
る
が
、
同
時
に
父

親
を
愛
し
て
も
い
る
の
で
、
自
ら
の
敵
意
や
惜
し
み
の
ゆ
え
に
罰
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
心
理
状
態
が
六

1
七
歳
ま
で
続
き
、
や
が
て
、
父
親
へ
の
敵

意
を
抑
圧
し
て
自
己
を
強
大
な
父
親
と
同
一
視
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

逃
れ
て
ゆ
く
。
以
上
が
い
わ
ゆ
る
陽
性
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
そ
の
克
服
の
仕

方
で
、
正
常
な
男
児
が
た
ど
る
と
一
一
一
一
口
う
。
こ
れ
と
反
対
に
、
父
親
へ
の
敵
意
や
惜
し
み
を
放
棄

し
て
、
母
親
と
自
己
を
同
一
視
す
る
乙
と
に
よ
り
、
父
親
に
愛
さ
れ
よ
う
と
願
う
の
が
、
陰
性

の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
理
論
を
「
私
」
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
場

合
、
祖
母
が
父
親
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
乙
と
が
、
状
況
を
筏
雑
に
し
て
い
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
、
「
私
」
に
は
、
同
一
視
す
る
べ
き
強
大
な
父
親
像
が
存
在
し
な
い
。
正
常
な
男
児
は

父
親
に
よ
る
罰
の
不
安
(
去
勢
不
安
)
の
た
め
、
父
親
へ
の
敵
意
を
抑
圧
す
る
の
で
あ
る
が
、

「
私
」
の
場
合
、
去
勢
不
安
の
根
源
は
、
あ
の
「
威
丈
高
な
容
子
の
家
」
が
象
徴
す
る
威
圧
的

な
祖
母
像
に
あ
る
。
母
親
へ
の
愛
着
を
禁
じ
、
母
の
手
か
ら
「
私
」
を
奪
い
去
っ
た
の
は
、
家

庭
の
専
制
者
祖
母
で
あ
っ
た
。

母
親
へ
の
愛
者
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
「
私
」
も
正
常
な
男
児
と
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
母
に
触
れ
た
言
葉
の
端
々
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
母
の
結
婚

に
つ
い
て
は
、
「
父
は
こ
の
家
で
、
か
よ
わ
い
美
し
い
花
嫁
、
私
の
母
を
迎
へ
た
」
(
傍
点
、

引
用
者
)
と
脅
か
れ
、
ま
た
、
天
勝
に
扮
し
た
「
私
」
を
見
る
母
に
対
し
て
、
後
年
心
惹
か
れ

る
因
子
を
見
た
と
き
に
使
わ
れ
る
の
と
同
じ
「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、

母
へ
の
愛
情
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
因
子
と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
母

は
拙
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
母
に
対
す
る
「
私
」
の
変
着
を
証
拠
立
て
て
い
よ
う
。

右
の
よ
う
に
、
「
私
」
の
内
部
に
は
、
組
母
に
対
す
る
愛
情
と
敵
意
の
入
り
混
じ
っ
た
雨
佃

的
な
感
情
、
そ
し
て
母
に
対
す
る
愛
着
が
併
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
嫁
・
妨
に

よ
く
あ
る
よ
う
に
、
祖
母
と
母
は
互
い
に
「
私
」
を
独
占
じ
よ
う
と
し
て
、
少
な
く
と
も
そ
の

心
中
で
は
相
争
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
「
私
」
を
軸
に
し
た
と

こ
ろ
の
、
担
母
と
母
と
「
私
」
の
愛
情
の
三
角
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
担
母
が
、
事
実
上
家
庭
を
支
配
し
、
「
私
」
の
内
部
で
も
威
圧
感
を
持
っ
た
圧
倒
的
な
強

者
と
し
て
存
在
し
て
い
れ
ば
、
母
へ
の
愛
を
祖
母
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
「
私
」
は
、
フ
ロ
イ

ト
流
に
言
う
と
、
組
母
を
己
れ
の
内
部
に
取
り
込
ん
で
、
己
れ
と
祖
母
を
同
一
視
す
る
方
法
に

よ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
私
」
の
場
合
に
即
し
て
も
う

少
し
正
確
に
述
べ
る
と
、
「
私
」
は
組
母
と
い
う
一
種
の
仮
面
を
被
り
、
祖
母
と
い
う
媒
介
物

・
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、
他
者
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

V 

前
節
で
は
、
「
私
」
の
家
庭
状
況
か
ら
、
そ
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
あ
り
ょ

う
を
見
た
が
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
心
理
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
「
私
」
の

内
面
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
第
一
章
を
貸
し
て
脅
か
れ
た
三

和
類
の
「
前
提
」
の
実
質
を
見
て
ゆ
く
乙
と
に
、
主
眼
を
お
き
た
い
。

初
め
の
記
憶
は
奨
尿
汲
取
人
の
記
憶
で
あ
る
。
乙
の
記
憶
は
、
「
私
」
が
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
と
と
ろ
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
隠
蔽
記
憶
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
影
像
は
何
度
と
な
く
復
習
さ
れ
強
め
ら
れ
集
中
さ
れ
、
そ
の
た
び
ご
と
に
新
た
な

意
味
を
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
ま
ち
が
ひ
が
な
い
。
何
故
な
ら
、
漢
と
し
た
周
囲

の
情
景
の
な
か
で
、
そ
の
「
坂
を
下
り
て
来
る
も
の
」
の
姿
だ
け
が
不
当
な
精
密
さ
を
帯

び
て
ゐ
る
か
ら
だ
。

こ
の
記
憶
に
あ
る
よ
う
に
、
特
別
な
鮮
明
さ
と
一
見
無
意
味
な
こ
と
が
隠
蔽
記
憶
の
特
徴
で

あ
る
。
隠
蔽
記
憶
の
中
で
は
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
別
の
も
の
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
乙
の
「
私
の
半
生
を
悩
ま
し
脅
か
し
つ
。
つ
け
た
も
の
の
、
最
初
の
記
念
の

影
像
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
乙
の
影
像
の
解
釈

の
方
向
づ
け
が
「
私
」
自
身
の
分
析
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
全
く
意
味
を
持
た
な

い
よ
う
な
印
象
は
受
け
な
い
。
し
か
し
、
も
し
、
乙
の
影
像
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
か
な
り
唐
突
な
印
象
を
受
け
る
と
恩
わ
れ
る
。

こ
の
影
像
へ
の
欲
求
を
分
析
し
て
、
「
私
」
は
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

一
つ
の
重
点
は
彼
の
紺
の
股
引
で
あ
り
、
一
つ
の
重
点
は
彼
の
職
業
で
あ
っ
た
。
(
傍
点

7
7
)
 

こ
の
職
業
に
対
す
る
欲
求
を
さ
ら
に
詳
し
く
、

ょ

彼
の
職
業
に
対
し
て
、
私
は
何
か
鋭
い
悲
哀
、
身
を
撚
る
や
う
な
悲
哀
へ
の
憧
れ
の
や
う
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な
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
(
略
)
彼
の
職
業
か
ら
、
或
る
「
身
を
挺
し
て
ゐ
る
」
と

謂
っ
た
感
じ
、
或
る
投
げ
や
り
な
感
じ
、
設
る
危
険
に
対
す
る
親
近
の
感
じ
、
虚
無
と
活

力
と
の
め
吉
ま
し
い
混
合
と
謂
っ
た
感
じ
、
さ
う
い
ふ
も
の
が
溢
れ
出
て
五
歳
の
私
に
迫

り
私
を
と
り
乙
に
し
た
。

と
記
し
、
乙
れ
を
彼
の
職
業
の
悲
劇
的
な
情
緒
と
「
私
」
は
述
べ
て
い
る
が
、
「
乙
の
情
緒

と
同
じ
主
題
が
、
や
が
て
、
花
電
車
の
運
転
手
や
地
下
鉄
の
切
符
切
り
の
上
に
移
さ
れ
」
た
と

言
う
。
乙
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
右
の
影
像
に
あ
る
男
性
性
が
祖
母
に
禁
圧
さ
れ
て
い
る
点
に
お

い
て
、
「
私
」
の
触
れ
て
は
な
ら
な
い
世
界
(
花
電
車
の
運
転
手
や
地
下
鉄
の
切
符
切
り
の
世

界
)
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の
同
一
性
の
ゆ
え
に
、
「
私
の
官
能
が
そ
れ
を
求
め
し
か
も
私
に
拒

ま
れ
て
ゐ
る
感
る
場
所
で
、
私
に
関
係
な
し
に
行
は
れ
る
生
活
や
事
件
、
そ
の
人
々
」
に
ま

で
、
そ
の
情
絡
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
重
点
、
「
紺
の
股
引
」
は
男
性
そ
の
も
の
へ
の
憧
れ
を
、
股
引
に
よ
っ
て
蔽
い

隠
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
露
わ
な
欲
求
を
直
接
表
現
で
き
ず
に
、
「
彼
の
下

半
身
を
明
瞭
に
輪
廓
づ
け
」
る
「
紺
の
股
引
」
に
よ
っ
て
置
き
換
え
て
呈
示
し
て
い
る
の
で
あ

ヲ
Q

。二
つ
の
「
重
点
」
に
分
け
ら
れ
る
理
由
は
、
「
私
」
の
分
析
に
従
う
と
、
一
つ
が
、
担
母
の

禁
止
と
直
接
関
わ
っ
た
上
で
の
欲
求
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
担
母
の
禁
止
と
は
間
接
的
に
し

か
関
わ
っ
て
い
な
い
欲
求
だ
か
ら
だ
と
言
え
よ
う
。
「
汚
股
尽
に
な
り
た
い
」
と
闘
っ
た
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
前
者
は
、
「
私
」
が
組
母
の
緊
納
付
か
ら
自
由
に
な
り
、
未
知
の
男
性

的
、
行
動
的
な
存
在
た
ろ
う
と
し
た
欲
求
を
物
語
っ
て
い
る
。
他
方
、
後
者
は
、
「
紺
の
股
引
」

に
代
置
さ
れ
た
男
性
性
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
を
所
有
し
た
い
と
願
う
欲
求
の
現

わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
私
」
は
奨
尿
滋
取
人
に
対
し
て
二
種
の
重
点
を
見
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
に
二
分
で
き
る
と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
影
像
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
の

は
、
行
動
的
な
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
「
第
一
の
前
提
」
と
総
称
さ
れ
る
糞
尿
汲
取
人
や

「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
兵
士
の
汗
の
匂
ひ
」
は
、
い
ず
れ
も
行
動
的
、
攻
取
的
で
あ
り
、
そ

の
点
、
男
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

が
戦
場
へ
向
か
う
雄
々
し
い
「
男
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
兵
士
た
ち
が
汗
の
匂
い
と
い
う
男

性
の
カ
の
象
徴
を
発
散
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
「
私
」
が
そ
こ
に
男
性
的
な
も

の
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
、

「
私
の
手
を
強
く
引
い
て
道
を
よ
け
、
立
止
っ
た
女
」
は
、
但

母
で
あ
ろ
う
。

手
を
ひ
い
て
く
れ
て
ゐ
た
の
は
、
母
か
看
護
婦
か
女
中
か
そ
れ
と
も
叔
母
か
、
そ
れ
は

わ
か
ら
な
い
。
(
略
)
私
は
そ
の
だ
れ
か
知
ら
ぬ
女
の
人
に
手
を
引
か
れ
、
坂
を
家
の
方

へ
の
ぼ
っ
て
来
た
。
む
か
う
か
ら
下
り
て
来
る
者
が
あ
る
の
で
、
女
は
私
の
手
を
強
く
引

い
て
道
を
よ
け
、
立
止
っ
た
。

「
だ
れ
か
知
ら
ぬ
女
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
祖
母
が
、
「
私
」
が
男
性
的
な
も
の
に
近
づ
く

乙
と
を
押
し
留
め
よ
う
と
し
て
、
「
私
の
手
を
強
く
引
」
い
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
祖
母
へ

の
愛
情
と
、
男
性
的
な
も
の
に
「
私
」
が
憧
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祖
母
が
そ
れ
を
禁
じ
る

と
い
う
葛
藤
の
た
め
に
、
祖
母
は
「
だ
れ
か
知
ら
ぬ
女
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
よ

・つ。

円
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乙
の
系
列
の
記
憶
に
現
わ
れ
る
影
像
に
、
「
私
」
が
「
憧
れ
と
疾
ま
し
さ
と
の
苛
立
た
し
い

混
涌
を
味
は
」
っ
た
、
と
言
う
の
は
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
「
私
」
が
男
と

し
て
母
を
愛
し
た
い
と
い
う
欲
求
を
一
方
で
は
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
祖
母
は
、
母
か
ら

「
私
」
を
奪
っ
て
そ
れ
を
禁
じ
、
ま
た
、
「
女
の
子
」
と
し
て
育
て
よ
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う

な
祖
母
に
愛
情
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
私
」
は
組
母
の
禁
止
の
純
白
か
ら
逃

れ
よ
う
と
す
る
。
そ
乙
に
葛
藤
が
起
乙
る
。
つ
ま
り
、
祖
母
へ
の
愛
情
と
敵
意
の
入
り
混
じ

っ
た
葛
藤
で
あ
る
。
と
の
場
合
、
簡
単
に
禁
止
か
ら
自
由
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
先
に
も
述

ぺ
た
よ
う
に
、
組
母
は
圧
倒
的
な
強
者
で
あ
り
、
奨
尿
汲
取
人
を
見
た
時
に
も
「
私
」
が
組
母

宇
佐
「
見
知
ら
ぬ
女
」
に
毘
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
の
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
母
を
前
提
と
し
た
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
こ
と
に

よ
り
、
「
第
一
の
前
提
」
の
様
々
な
影
品
川
の
持
つ
怠
味
は
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
「
前
提
」
は
、
天
勝
と
ク
レ
オ
バ
ト
ラ
に
扮
し
た
記
憶
で
あ
る
。
「
第
一
の
前

提
」
が
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
状
況
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
乙
の
「
第

二
の
前
提
」
は
、
そ
の
葛
藤
か
ら
抜
け
出
よ
う
と
し
た
「
私
」
の
苦
肉
の
策
を
明
瞭
に
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
憶
で
は
、
「
私
」
が
自
己
を
組
母
と
同
一
化
す
る
乙
と
に
よ
り
、
そ
の

葛
藤
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
試
み
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
勝
も
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
女
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
天
勝
は
舞
台

の
支
配
者
で
あ
り
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
現
世
の
支
配
者
で
あ
る
乙
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
女
ら
が
二
人
と
も
閣
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
女
性
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
私
」
の
見
も
知
ら
ぬ
も
の
、
「
私
」
を
盛
惑
す
る
も
の
を
、
「
私
の
床
の

周
閤
を
と
り
ま
く
閣
の
延
長
上
に
」
浮
か
ぶ
「
燦
然
た
る
都
会
」
に
思
い
拾
い
た
と
書
か
れ
、

次
い
で
、
「
や
が
て
、
私
は
『
夜
』
が
私
の
す
ぐ
目
近
で
維
を
あ
げ
る
の
を
見
た
。
そ
れ
は
松
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旭
斎
天
勝
の
舞
台
だ
っ
た
」
と
、
天
勝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
移
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
は
、
巧
み
に

配
置
し
た
闇
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
乙
う
に
、
天
勝
を
出
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ

る
。
天
勝
は
劇
場
の
闇
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
り
、
同
じ
よ
う
に
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
映
函
館

の
暗
闇
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
に
出
現
す
る
。
乙
の
聞
が
「
私
」
の
変
身
を
可
能
に
す
る
の
で

あ
る
。
乙
の
閣
を
通
過
し
て
、
家
庭
の
支
配
者
祖
母
は
、
舞
台
の
華
麗
な
支
配
者
松
旭
斎
天
勝

に
、
さ
ら
に
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
者
ク
レ
オ
バ
ト
ラ
に
姿
を
変
え
、
「
私
」
は
彼
女
た
ち

に
変
身
す
る
。
そ
う
し
て
「
私
」
は
但
母
と
の
同
一
化
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
天
勝

や
ク
レ
オ
バ
ト
ラ
が
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
祖
母
の
禁
止
の
縄
目
を
解
か
れ
た
「
私
」
は
、

あ
の
糞
尿
汲
取
人
た
ち
へ
の
憧
れ
と
異
な
っ
て
、
「
争
ま
し
さ
」
を
党
え
ず
に
す
む
。

し
か
し
、
母
の
目
に
、
天
勝
H

組
母
に
な
っ
た
「
私
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
し
ま

・つ。

ふ
と
し
た
加
減
で
、
私
は
母
の
顔
を
見
た
。
母
は
こ
こ
ろ
も
ち
育
さ
め
て
、
放
心
し
た
や

う
に
座
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
私
と
目
が
合
ふ
と
、
そ
の
目
が
す
っ
と
伏
せ
ら
れ
た
。
/
私

は
了
解
し
た
。
涙
が
穆
ん
で
来
た
。
/
何
を
こ
の
と
き
私
は
理
解
し
、
あ
る
ひ
は
理
解
を

迫
ら
れ
た
の
か

p

「
罪
に
先
立
つ
悔
恨
」
と
い
ふ
後
年
の
主
題
が
、
こ
こ
で
そ
の
端
絡

を
暗
示
し
て
み
せ
た
の
か
?
そ
れ
と
も
愛
の
自
の
な
か
に
置
か
れ
た
と
き
に
い
か
ほ
ど

孤
独
が
ぶ
ざ
ま
に
見
え
る
か
と
い
ふ
教
訓
を
、
私
は
そ
乙
か
ら
受
け
と
り
、
同
時
に
ま

た
、
私
自
身
の
愛
の
拒
み
方
を
、
そ
の
裏
側
か
ら
学
び
と
っ
た
の
か
F

病
床
に
あ
る
担
母
と
来
客
と
に
、
「
そ
乙
ら
中
を
駈
け
ま
は
っ
た
」
「
私
」
を
気
兼
ね
し
て

い
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
は
客
観
的
に
見
た
母
の
心
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
私
」
が
母

の
姿
に
感
じ
取
っ
た
内
容
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
乙
こ
で
は
、
「
罪
に
先
立

つ
悔
恨
」
と
い
う
言
葉
が
後
年
園
子
を
見
た
時
に
も
用
い
ら
れ
、
園
子
と
の
物
語
り
が
「
私
自

身
の
愛
の
拒
み
方
」
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
無
垢
な

少
女
因
子
と
母
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
乙
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

正
常
な
者
、
純
潔
な
者
か
ら
見
ら
れ
た
「
私
」
の
言
い
よ
う
の
な
い
悲
哀
が
、
こ
こ
で
は
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
勝
に
扮
し
た
「
私
」
は
も
は
や
祖
母
で
あ
り
、
祖
母
に
な
る
乙
と

は
、
「
私
」
が
倒
錯
者
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
「
私
」
は
母
の
愛
を
受
け
容
れ
る
存

在
で
は
な
く
な
り
、
母
の
手
か
ら
愛
児
を
奪
い
去
っ
た
祖
母
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
母
の
住
ま
う
正
常
な
世
界
か
ら
離
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
存
在
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
母
へ

の
裏
切
り
、
そ
し
て
同
時
に
正
常
な
世
界
か
ら
の
離
反
、
そ
れ
ら
か
ら
受
け
る
悲
し
み
を
一
、
乙

の
と
き
「
私
」
は
お
ぼ
ろ
げ
に
知
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
正
体
を
把
握
し
切
っ
て
は
い
な
い

が
、
国
子
に
対
し
た
時
、
同
じ
悲
哀
は
明
瞭
な
姿
を
現
わ

L
は
じ
め
る
。

一
瞬
毎
に
私
へ
近
づ
い
て
く
る
悶
子
を
見
て
ゐ
た
と
き
、
居
た
た
ま
れ
な
い
悲
し
み
に
私

は
襲
は
れ
た
。
か
つ
て
な
い
感
情
だ
っ
た
。
私
の
存
在
の
根
祇
が
押
し
ゆ
る
が
さ
れ
る
や

う
な
悲
し
み
で
あ
る
。
(
略
)
悔
恨
だ
と
私
に
意
識
さ
れ
た
。
し
か
し
私
に
悔
恨
の
資
格

を
与
へ
た
界
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
?
明
ら
か
な
矛
盾
な
が
ら
、
罪
に
先
立
つ
悔
恨
と

い
ふ
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
?

図
子
に
抱
く
悲
し
み
と
、
先
の
引
用
中
の
母
に
対
し
て
抱
く
悲
し
み
と
は
同
質
の
も
の
と
断

じ
て
よ
い
。
こ
乙
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
己
れ
の
同
性
愛
者
た
る
乙
と
が
、
因
子
に
対
し
て
罪
と

な
る
予
兆
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
私
」
が
天
勝
に
扮

し
た
こ
と
は
、
「
私
」
の
性
的
倒
錯
者
た
る
乙
と
の
は
っ
き
り
し
た
予
兆
と
言
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
「
第
二
の
前
提
」
と
な
る
記
憶
か
ら
は
、
「
私
」
が
自
己
を
担
母
と
同
一
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
状
況
か
ら
逃
れ
出
ょ
う
と
し
た
試
み

を
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
「
前
提
」
、
「
殺
さ
れ
る
若
者
た
ち
を
凡
て
愛
し
た
」
乙
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ロ
イ
ト
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
不
可
分
性
を
説
い
て
、

そ
の
本
源
を
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
方
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
の
発
現
形
態
は
多
様
で
あ
る
。
「
私
」
の

場
合
に
は
、
「
殺
さ
れ
る
若
者
た
ち
を
凡
て
愛
し
た
」
と
同
時
に
、
「
自
分
が
戦
死
し
た
り
殺

さ
れ
た
り
し
て
ゐ
る
状
態
を
空
想
す
る
こ
と
に
喜
び
を
持
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
一
章
の

時
点
で
は
未
分
化
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
に
は
、
聖
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
や
級
友
を
殺
す
幻
想
を
抱
き
、
第
四
章
で
因
子
と
ダ

ン
ス
・
ホ
|
ル
に
い
た
と
き
に
見
た
半
裸
の
若
者
を
、
次
の
よ
う
な
空
想
の
中
に
投
げ
込
む
。

主

的

び

〈

も

ト

ル

ソ

オ

鋭
利
な
-vu
首
が
あ
の
腹
巻
を
と
ほ
し
て
彼
の
胴
体
に
突
き
刺
さ
る
乙
と
を
。
あ
の
汚
れ
た

腹
巻
が
血
潮
で
美
し
く
彩
ら
れ
る
乙
と
を
。
彼
の
血
ま
み
れ
の
屍
が
戸
板
に
の
せ
ら
れ
て

又
こ
こ
へ
運
び
込
ま
れ
て
来
る
乙
と
を
。
:
:
:

こ
の
よ
う
に
、
後
年
に
至
る
と
、
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
を
「
私
」
は
現
わ
し
て
く
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
倒
錯
者
、
殊
に
先
天
的
な
倒
錯
者
に
あ
っ
て
は
、
倒
錯
的
街
動
と
サ
デ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
街
動
と
が
、
分
ち
が
た
く
錯
綜
し
て
ゐ
る
場
合
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と

を
、
推
測
さ
せ
る
の
に
好
都
合
で
あ
る
。

と
第
二
章
で
述
べ
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
性
的
倒
錯
の
徴
表
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

三
島
が
考
え
た
の
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
支
配
欲
求
と
攻
撃
性
に
目
を
向
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
0

4

「
私
」
は
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
花
、
自
己
を
組
母
と
同
一
化

、
じ
た
。
一
そ
の
組
母
は
、
天
勝
や
白
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
、
支
配

~ 53一



者
と
い
う
印
象
を
「
私
」
に
与
え
る
。
他
者
を
思
い
の
ま
ま
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
欲
求
が
性

と
結
び
つ
い
た
と
き
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
な
る
の
で
あ
る
。
祖
母
の
支
配
欲
求
を
受
け
継
い
だ

「
私
」
は
、
同
性
九
の
愛
を
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
形
で
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
乙
の
傾
向
に
、
か

な
り
神
経
質
で
、
他
者
と
暖
か
い
交
流
を
持
ち
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
祖
母
の
性
格
が
大
き
く

関
与
し
て
い
る
。
「
私
」
の
中
に
取
り
込
ん
だ
組
母
像
は
、
愛
を
表
現
す
る
た
め
に
は
独
善
的

な
方
法
を
し
か
知
ら
な
か
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
発
現
が
「
私
」
に
対
し
て
は
、
自
分
の

手
許
で
、
思
い
の
ま
ま
の
枠
組
み
の
中
に
置
く
乙
と
で
あ
っ
た
。
「
私
」
は
抵
抗
せ
ず
、
祖
母

の
意
の
ま
ま
に
動
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
母
と
「
私
」
の
関
係
を
、
同
性
愛
の
中
に

も
「
私
」
は
持
ち
込
ん
だ
と
言
う
の
が
、
「
私
」
の
場
合
に
お
け
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
意
味
で
あ

ス
v

。以
上
述
ぺ
て
き
た
よ
う
に
、
三
種
類
の
「
前
提
」
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
理
論
を
応
用
し
て
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
コ
一
烏
は
フ
ロ
イ
ト
理
論
一
を
知

怨
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
理
論
に
よ
っ
て
、
第
一

章
に
お
け
る
三
種
類
の
コ
加
提
」
が
書
か
れ
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
正
確
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
際
、
コ
一
種
類
の
「
前
提
」
は
単
に
並
列
的
な
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
第
一
の
「
前
提
」
か
ら
第
三
の
「
前
提
」
ま
で
は
、
「
私
」
の
各
々
の
段
階
を
追
っ
て

布
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
再
説
す
る
と
、
第
一
の
「
前
提
」
は
、
祖
母
と
母
と
の
間
に
挟

ま
れ
た
「
私
」
の
内
的
葛
藤
を
示
し
、
第
二
の
「
前
提
」
は
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
祖

母
と
己
れ
を
同
一
視
し
よ
う
と
し
た
「
私
」
の
姿
を
描
き
、
第
三
の
「
前
提
」
で
は
、
祖
母
を

内
部
に
取
り
込
ん
だ
「
私
」
の
、
同
性
に
対
す
る
愛
の
形
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
い
う
よ

う
に
、
「
私
」
の
変
化
の
あ
り
さ
ま
が
順
序
立
て
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日

自
己
分
析
に
「
科
学
的
正
確
さ
を
期
し
」
た
三
島
は
、
第
一
章
に
お
け
る
三
種
類
の
「
前
提
」

を
、
内
容
的
に
は
性
的
倒
錯
者
「
私
」
の
人
生
の
「
前
提
」
と
し
て
、
ま
た
作
品
構
造
的
に
は

第
二
章
以
降
の
「
前
提
」
と
し
て
配
置
す
る
乙
と
を
意
図
し
た
。
乙
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
た

三
島
は
、
エ
リ
ス
の
著
を
返
し
て
知
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ル
ト
の
説
だ
け
で
な

く
、
そ
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ロ
イ
ト
の
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
理
論

を
大
幅
に
利
用
し
て
、
第
一
章
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

性
的
倒
錯
と
い
う
決
定
的
な
切
札
、
そ
の
カ

l
ド
さ
ば
き
の
冷
静
さ
は
、
見
る
者
を
し
て
深

く
感
嘆
さ
せ
る
。
己
れ
の
宿
命
に
対
し
て
一
言
の
弁
明
も
な
し
に
、
事
象
を
冷
静
に
「
告
白
」

す
る
態
度
は
人
の
心
を
打
つ
。
時
々
の
記
憶
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
の
如
き
姿
勢
は
、
人

々
を
感
銘
さ
せ
も
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
フ
ロ
イ
ト
理
論
の
摂
取

ゃ
、
相
当
手
の
込
ん
だ
構
成
意
識
の
上
に
成
立
し
て
い
る
点
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
私

は
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
章
に
見
ら
れ
る
三
島
の
意
図
を
追
究
し
て
き
た
が
、
そ
乙
か
ら
さ

ら
に
、
三
島
全
体
ま
た
そ
の
時
代
の
文
脈
に
置
い
て
、
「
仮
面
の
告
白
」
を
眺
め
る
乙
と
も
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
乙
の
「
仮
面
の
告
白
」
が
、
性
的
倒
錯
と
い
う
特
殊
な
題
材
を
扱

い
な
が
ら
も
、
三
品
伊
最
も
本
質
的
な
描
き
出
し
て
い
る
と
息
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
乙
の

問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
乙
乙
で
祭
を
お
き
た
い
。

注
1
、
本
多
秋
五
『
物
語
戦
後
文
学
史
(
全
)
』
(
新
潮
社
・
一
九
六
六
年
三
月
)
に
よ
る
。

注
2
、
三
島
由
紀
夫
「
私
の
遍
歴
時
代
」
(
『
東
京
新
聞
』
・
一
九
六
三
年
一
月
一

O
日
i
五

月
二
三
日
)
。
引
用
は
『
三
島
由
紀
夫
全
集
』
(
新
潮
社
・
一
九
七
三
年
四
月
l
一
九

七
六
年
六
月
)
に
よ
っ
た
が
、
一
部
漢
字
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
同
様
。

注
3
、
坂
本
一
亀
「
『
仮
面
の
告
白
』
の
乙
ろ
」
(
『
文
芸
・
一
九
七
二
年
二
月
)
に
引
用
。

因
み
に
、
「
仮
面
の
告
白
」
起
稿
は
一
九
四
八
年
一
一
月
二
五
日
、
脱
稿
は
翌
一
九
四

九
年
四
月
二
七
日
で
あ
る
。

注
4
、
沢
井
潔
「
三
島
由
紀
夫
論
」
(
『
近
代
文
学
』
・
一
九
五
四
年
一
二
月
、
の
ち
『
日
本

文
学
研
究
資
料
提
書
三
島
由
紀
夫
』
・
有
精
堂
・
一
九
七
一
年
二
月
・
に
収
む
。

初
出
未
見
)
、
植
村
浩
「
三
島
由
紀
夫
論
|
|
精
神
分
析
学
的
な
観
点
か
ら
|
|
」

(
『
解
釈
と
鑑
賞
』
・
一
九
六
二
年
四
月
i
五
月
)
、
等
。

注
5
、
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館
編
『
邦
文
心
理
学
文
献
目
録
稿
』
(
一
九
五
三
年

三
月
)
等
に
よ
る
。

注
6
、
加
藤
正
明
他
編
『
精
神
医
学
事
典
』
(
弘
文
堂
・
一
九
七
五
年
一
二
月
)
、
エ
リ
ス
の

項
(
安
田
一
郎
筆
)
。

注
8
、
三
島
由
紀
夫
「
強
引
な
仮
説
の
魅
力

l
i
s
-
フ
ロ
イ
ド
著
雲
田
術
論
』
」
(
『
日
本

読
書
新
聞
』
・
一
九
五
三
年
一

O
月
一
九
日
)
。

注
9
、
D
・
J
-
ウ
エ
ス
ト
、
村
上
仁
・
高
橋
孝
子
訳
『
同
性
愛
』
(
人
文
書
院
・
一
九
七
七

年
一

O
月
)
。

注
印
、
拙
稿
「
『
仮
面
の
告
白
』
論
|
|
『
私
』
の
存
在
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

学
放
』
八
五
号
、
発
表
予
定
)
。

町
内

(
『
国
文




